
1.ひとりぼっちの親子をなくし、仲間づくりをすすめます。
2.すべての子どもの発達の歩みを確信し、また子ども集団での育ちを重視し、適切な療育環境を整えます。
3.地域社会との交流をすすめ、障害があってもすべてのより良いライフステージのためのネットワーク作りに努めます。
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⑤人間関係・社会性
友だちが大好きな子

・“～したい”“～が嫌”等児の思いを受け止めながら、様々な参加方法を一緒に探る中で楽しさ積み重
　ねていきます。
・児の好きな遊びを友だちに伝えたり誘ったりする中で“一緒に出来た”経験を積み重ね友だちへの興味
　に繋げていきます。

・睡眠や食事等の様子を家庭と情報共有しながら、児が快適に過ごせるよう一緒に考え合います。
・静と動の活動を取り入れながら、児が好きな遊びをたくさん楽しむことで心の安定を図ります。
・食事や排泄・衣服の着脱等、スモールステップを積み重ね“自分で出来た”達成感を自信や意欲に繋げ
　ていきます。

②運動・感覚

①健康・生活心身ともに元気な子

意欲がある子

　
③認知・行動
④言語・

　　　コミュニケーション

⑤人間関係・社会性

法人（事業所）理念

支援方針

営業時間

サービス提供時間

　　　　あり　　　　　なし

・児が発信する思いや要求を受け止め代弁する中で、人と関わる心地よさを育みます。
・様々な活動を通してスモールステップを積み重ね、好きな遊びを見つけ広げていきます。
・１つの活動を通して“自分で出来た”“友だちと出来た”ことを伝え合う中で、認め合える集団作りを
　行います。

・安心して過ごせる居場所となるように思いや発信を丁寧に受け止め、大好きな人を見つけることで
　信頼関係を築いていきます。
・1つの遊びを見通しが持てるように繰り返し行う中で、“自分で出来た”達成感を積み重ね自己肯定
　感を育みます。

④言語・

　　　コミュニケーション

⑤人間関係・社会性
生活を切り拓く子

９時３０分から１５時まで（延長支援あり） 日中一時支援 　　　　あり　　　　　なし

５領域 支　援　内　容

主な行事等
・入園式（４月・親子保育（６月・１２月）・七夕（７月）・お泊り保育（９月/年長児のみ）・運動会（１０月）
・遠足（１１月）・焼き芋会（１１月）・クリスマス会（１２月）・そり遊び（１月）・豆まき会（２月）・お別れ遠足（２月）
・修了式/卒園式（３月）　　　　その他、季節に応じた活動

　　事業所名　児童発達支援センター　ひまわり 支援プログラム 　　　　　作成日　2024年9月26日

家族支援

地域支援・地域連携

・日々のやりとりや懇談等を通して情報共有を行い、
　家族の悩みに寄り添いより良い関わりを共に考え合い
　ます。
・クラス懇談会・学習会を行い、保護者同士の交流の
　機会を提供します。
・毎週水曜日の親子教室かみふうせんでは親子での
　向き合い方や、子どもの発達が気になっている保護者の交流
　と学習の場を提供します。
・保護者会の活動を支援し、保護者同士の協同・連携の機会を
　提供します。

・関係機関と連携をとり、情報共有をしていく中で様々
　な角度から児の成長発達を考え合います。
・地域の関係機関との連携体制の構築し、地域の様々な
　支援体制の会議に参画また、学習会等主催し地域支援
　を行います。
・実習生やボランティア、施設見学等の受け入れや
　地域の小学校との交流を行い地域との繋がりを大切に
　しています。

　　　移行支援

職員の質の向上

・いつでも・どこでも・誰とでも自分らしく過ご
　せるよう、児の発達年齢に応じた支援を行い、
　スモールステップを積み重ねます。
・活動の中で社会体験に取り組み、地域で生活す
　る力に繋げていきす。
・移行先と引継ぎを行い、これまでの成長や今後
　伸ばしたい力等を確認していくことで新しい場
　でも安心して過ごせる様、支援していきます。

・研修会への参加・報告学習会
・職場内学習会や人事交流
・事例検討
・療育支援内容の検討（毎月実施）
・感染症・虐待防止研修や救命講習の実施

友だち集団の中で様々な体験を積み重ね、自分のこと・人と関わることが大好きになるようその子らしい発達支援を行います。

送迎実施の有無８時００分から１８時００分
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